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序
章　

連れ
ん

鎖さ

の
論
理

　

古
代
中
国
の
目　

三
世
紀
の
『
三
国
志
』
や
、
一
、
二
世
紀
を
扱
っ
た
『
後
漢
書
』
か
ら
、
七
、
八
世
紀
を
扱
っ
た

『
旧
唐
書
』
に
い
た
る
ま
で
、
中
国
側
の
歴
史
書
に
は
ほ
と
ん
ど
み
な
倭
国
伝
が
あ
る
。
倭
国
は
、

中
国
に
と
っ
て
も
っ
と
も
隣
接
し
た
主
要
な
国
の
一
つ
だ
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
だ
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
の
記
事
を
見
通
し

た
と
き
、
わ
た
し
は
一
つ
の
〝
重
大
な
疑
い
〞
を
い
だ
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
い
さ
さ
か
理
屈
っ
ぽ
い
け
れ
ど
も
、
本
書
全
体
の
、
い
わ
ば
「
道
し
る
べ
」
と
な
る
も
の
だ
か
ら
、
一
応
心

に
と
め
て
お
い
て
ほ
し
い
。
そ
れ
は
、
中
国
側
は
前
二
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
至
る
倭
国
側
の
中
心
の
王
朝
を
〝
一
貫
し
て

連
続
し
た
王
朝
〞
と
見
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？  

そ
う
い
う
疑
い
だ
。

　

今
、
そ
の
第
一
の
徴
候
と
し
て
、
貢
献
記
事
を
列
挙
し
て
み
よ
う
（
以
下
傍
点
古
田
）。

⑴
倭
人
は
帯
方
の
東
南
大
海
の
中
に
在
り
、
山
島
に
依
り
て
国こ

く

邑ゆ
う

を
為
す
。
旧も

と

百
余
国
。
漢
の
時
朝
見
す
る
者
有
り
、

今0

、
使
訳
通
ず
る
所
三
十
国

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。 

〈
三
国
志
、
魏
志
倭
人
伝
〉

⑵
倭
は
韓
の
東
南
大
海
の
中
に
在
り
、
山
島
に
依
り
て
居
を
為
す
。
凡お

よ

そ
百
余
国
あ
り
。
武
帝
、
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
て
よ

り
、
使
訳
漢
に
通
ず
る
者

0

0

0

0

0

0

0

0

、
三
十
許
国
な
り

0

0

0

0

0

0

。 

〈
後
漢
書
、
倭
伝
〉



2

⑶
倭
国
は
高
驪
の
東
南
大
海
の
中
に
在
り
、
世0

紀0

貢
職
を
修
む

0

0

0

0

0

。 

〈
宋
書
、
倭
国
伝
〉

⑷
眼た

い

国こ
く

は
百
済
・
新
羅
の
東
南
に
在
り
。
水
陸
三
千
里
、
大
海
の
中
に
於
い
て
、
山
島
に
依
っ
て
居
る
。
魏
の
時

0

0

0

、
訳0

を
中
国
に
通
ず
る
も
の
三
十
余
国

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。 

〈
隋
書
、
眼
国
伝
〉

⑸
倭
国
は
古
の
倭
奴
国
な
り
。
京
師
を
去
る
こ
と
一
万
四
千
里
、
新
羅
東
南
の
大
海
の
中
に
在
り
、
山
島
に
依
っ
て
居

る
。
…
…
世0

紀0

中
国
と
通
ず

0

0

0

0

0

。 

〈
旧
唐
書
、
倭
国
伝
〉

　
『
三
国
志
』
で
「
今
、
使し

訳や
く

通
ず
る
所
三
十
国
」
と
書
い
て
い
る
「
今
」
が
、
三
世
紀
魏
晋
朝
の
当
時
（
著
者
陳
寿
の
執

筆
当
時
）
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
後
漢
書
』
の
范は

ん

曄よ
う

に
よ
る
と
、「
三
十
余
国
の
統
一
の
中

心
王
朝
」
と
い
う
、
そ
の
姿
は
前
漢
の
武
帝
以
来
の
こ
と
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　

前
漢
の
武
帝
（
前
二
、
一
世
紀
）

―
後
漢
の
全
期
間
（
一
、
二
世
紀
）

―
魏
晋
朝
（
三
世
紀
）

　

右
の
約
五
世
紀
の
間
、
一
貫
し
て
三
十
余
国
統
合
王
朝
が
つ
づ
い
て
い
る
、
と
い
う
の
が
范
曄
の
倭
国
観
だ
。「
国
、

皆
王
を
称
し
、
世よ

世よ

統と
う

を
伝
う
。
其
の
大
倭
王
は
、
邪
馬
臺
国
に
居
る
」〈『
後
漢
書
』
倭
伝
〉。
先
の
⑵
の
直
後
に
右
の
文

が
つ
づ
く
。
き
ら

0

0

星
の
よ
う
な
三
十
余
国
の
王
た
ち
と
、
そ
の
中
心
の
輝
け
る
統
合
者
、
大
倭
王
。

―
そ
れ
が
范
曄
の

描
い
た
倭
国
史
を
一
貫
す
る
国
家
鳥ち
ょ
う
か
ん瞰

図
だ
。
い
い
換
え
れ
ば
、
歴
代
権
力
構
造
の
基
幹
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
『
宋
書
』
を
見
よ
う
。
そ
の
は
じ
め
に
「
世
紀
貢
職
を
修
む
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
当
然
、
先
だ
つ
史
書
、

『
漢
書
』『
三
国
志
』『
後
漢
書
』
の
貢
献
記
事
を
う
け
た
も
の
だ
。『
漢
書
』
が
一
世
紀
、『
三
国
志
』
が
三
世
紀
、『
後
漢

書
』
は
五
世
紀
前
半
の
成
立
だ
。
だ
か
ら
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
成
立
し
た
『
宋
書
』（
著
者
は
五
一

三
年
に
死
ん
だ
梁
の
沈し
ん

約や
く

）
の
記
述
が
、
こ
の
前
三
著
を
承
け
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
世
紀
」
と
い
っ
て
い

る
の
は
、『
漢
書
』
の
「
楽
浪
海
中
、
倭
人
有
り
。
分
れ
て
百
余
国
と
為
す
。
歳
時
を
以
て
来
り
献
見
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
云
う
」

〈『
漢
書
』
地
理
志
・
燕
地
〉
以
来
の
記
事
を
う
け
た
「
漢
〜
宋
」
間
の
「
世
紀
」
と
い
う
意
味
だ
。
そ
う
考
え
る
の
が
自
然
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な
理
解
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、『
宋
書
』
の
中
の
、
中
国
と
倭
国
間
の
正
式
の
文
書
（
中
国
の
天
子
の
詔
勅
や
倭
王
の
上
表

文
）
に
お
い
て
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

⒜
世
祖
の
大
明
六
年
（
四
六
二
）、
詔
し
て
曰
く
、「
倭
王
世せ

い

子し

興
、
奕
世

0

0

（
え
き
せ
い
）
載0

（
す
な
わ
）
ち
忠

0

0

、
藩
を
外

海
に
作な

し
、
化
を
稟う

け
境
を
寧や

す

ん
じ
、
恭
し
く
貢
職
を
修
め

0

0

0

0

0

0

0

0

、
新
た
に
辺
業
を
嗣
ぐ
。
…
…
」

⒝
順
帝
の
昇
明
二
年
（
四
七
八
）、
使
を
遣
わ
し
て
表
を
上
る
。
曰
く
、「
封ほ

う

国こ
く

は
偏
遠
に
し
て
、
藩
を
外
に
作な

す
。

…
…
累
葉
朝
宗
し
て
歳
に
愆

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
あ
や
ま
）
ら
ず

0

0

。
…
…
」 

〈
宋
書
、
倭
国
伝
〉

　

⒜
は
南
朝
劉り

ゅ
う

宋そ
う

側
の
天
子
の
詔
書
だ
。
奕
と
は
「
か
さ
な
る
、
つ
づ
く
」
と
い
う
意
味
。
だ
か
ら
、
奕
世
と
は

「
代
々
、
累
代
」
の
意
味
だ
。「
倭
国
は
、
代
々
、
中
国
の
天
子
に
忠
節
を
つ
く
し
、
貢
を
修
め
て
き
た
」。
南
朝
劉
宋
の

天
子
が
こ
う
い
っ
た
と
き
、
当
然
、『
漢
書
』、『
三
国
志
』
の
貢
献
記
事
が
背
景
に
存
在
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
⒝
は
い
わ
ゆ
る
倭
の
五
王
で
有
名
な
倭
王
武
の
上
表
文
だ
。
こ
こ
で
も
、「
累る
い

葉よ
う

朝
宗
し
て
歳
に
愆
ら

ず
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
「
累
葉
」
も
「
代
々
、
ず
ー
っ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
四
代
前
の
倭
王
讃
の
と
き
以
来
、

と
い
っ
た
短
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
い
。
や
は
り
、
中
国
の
天
子
側
の
「
奕え
き

世せ
い

載す
な
わ

ち
忠
」
と
呼
吸
を
あ
わ
せ
た
表
現
だ

と
み
る
ほ
か
な
い
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
は
中
国
と
倭
国
の
両
国
側
と
も
同
じ
立
場
だ
。
つ
ま
り
、
前
二
、
一
世
紀
か
ら
五
世
紀
ま

で
の
六
、
七
世
紀
間
、「
倭
国
の
中
心
王
朝
は
同
じ
一
つ
の
も
の
で
あ
り
、
代
々
の
中
国
の
天
子
に
貢
献
し
て
き
た
」。
そ

れ
を
〝
自
明
の
前
提
〞
と
し
て
記
述
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
『
後
漢
書
』
の
立
場　

こ
の
こ
と
は
、
五
世
紀
前
半
の
史
家
、
范
曄
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
先
に
范
曄
の
倭
国
観

が
「
三
十
余
国
を
統
合
し
た
中
心
王
朝
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
だ
が
、
実
は
こ
の
構
図
は

単
に
そ
の
記
述
の
対
象
で
あ
る
前
二
、
一
世
紀
乃
至
三
世
紀
の
も
の
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
范
曄
の
同
時
代
（
五
世
紀
）
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を
「
認
識
の
基
点
」
に
し
て
い
る
、
と
見
ら
れ
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
後
漢
書
』
の
読
者
は
記

述
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
後
漢
の
人
々
で
は
な
い
。
執
筆
時
点
の
五
世
紀
の
南
朝
劉
宋
の
人
々
だ
。
し
た
が
っ
て
、
倭
国

伝
の
は
じ
め
に
倭
の
位
置
を
示
す
と
き
に
も
、「
楽
浪

0

0

の
海
中
」〈
漢
書
〉
と
か
「
帯
方

0

0

の
東
南
」〈
三
国
志
〉
と
か
い
わ
ず
、

「
韓0

の
東
南
」
と
い
う
い
い
方
を
し
て
い
る
。

　

後
漢
の
人
班は
ん

固こ

の
『
漢
書
』
で
は
、
楽
浪
郡
は
現
存
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
楽
浪
郡
を
基
点
に
し
て
倭
の
位
置
が

示
さ
れ
た
。『
三
国
志
』
の
場
合
は
楽
浪
郡
の
南
部
が
帯
方
郡
と
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
帯
方
郡
を
基
点
と
し
て

倭
国
の
位
置
が
示
さ
れ
た
の
は
当
然
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
五
世
紀
南
朝
劉
宋
の
段
階
は
ち
が
う
。
も
は
や
楽
浪
郡
も
帯
方
郡
も
滅
亡
し
て
、
存
在
し
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
、
五
世
紀
の
読
者
に
対
し
て
、
い
き
な
り
一
、
二
世
紀
の
そ
れ
ら
の
郡
の
所
在
地
を
基
点
と
し
た
説
明
を
展
開
す
る
こ

と
は
不
自
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
後
漢
書
』
中
、
倭
伝
の
直
前
は
韓
伝
だ
。
そ
こ
で
、
范
曄
は
そ
の
韓
を
基
準
に
し

て
倭
の
位
置
を
示
す
、
と
い
う
記
述
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
後
漢
書
』
は
、
対
象
と
し
て
は
一
、
二

世
紀
の
後
漢
を
描
き
な
が
ら
「
五
世
紀
当
時
の
事
実
」
を
間
接
に
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
読
者

―
当
然
南

朝
劉
宋
の
天
子
を
第
一
の
読
者
と
す
る

―
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
後
漢
書
』
は
五
世
紀
現
在
と
い
う
范
曄
の
時
代
の
知
識
に
立
っ
て
書
か
れ
た
。

　

そ
の
動
か
ぬ
証
拠
は
、『
後
漢
書
』
の
中
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
だ
。

⑴
漢
書
中
、
誤
り
て
云
う
、「
西せ

い

夜や

、
子し

合ご
う

は
是
れ
一
国
な
り
」
と
。
今
、
各
自
、
王
有
り
。（
注  

前
書
・〈
漢
書
〉
云

う
、「
西
夜
国
王
、
子
合
王
と
号
す
」
と
） 

〈
後
漢
書
、
西
域
伝
〉

⑵
漢
書
云
う
、「
条
支
よ
り
西
行
三
百
余
日
、
日
の
入
る
所
に
近
し
」
と
。
則
ち
今
の
書

0

0

0

と
異
な
る
。
前
世
・
漢
使
皆

烏う

弋よ
く

よ
り
以
て
還
る
。
条じ

ょ
う
し支

に
至
る
有
る
者
な
き
な
り
。 

〈
後
漢
書
、
西
域
伝
〉
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⑶
（
高こ
う

附ふ

国
）
漢
書
、
五
鍬き

ふ

矦こ
う

の
数
と
為
す
。
其
の
実
に
非
ざ
る
な
り
。 

〈
後
漢
書
、
西
域
伝
〉

　

こ
れ
ら
の
記
述
に
お
い
て
、
范
曄
は
『
漢
書
』
の
権
威
に
挑
戦
し
、
勇
敢
に
『
漢
書
』
の
「
誤
謬
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
根
拠
は
、「
今
の
事
実
」
や
「
今
の
書
」（
い
ず
れ
も
五
世
紀
范
曄
の
執
筆
当
時
）
の
認
識
で
あ
る
。
⑵
の
場
合
な
ど
、

漢
代
は
漢
使
が
烏
弋
ま
で
し
か
実
際
に
行
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
記
事
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。「
現
代
」

（
五
世
紀
）
の
知
識
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
、
と
ハ
ッ
キ
リ
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
彼
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
倭
国
の
記
事
に
つ
い
て
も
、〝
范
曄
は
『
三
国
志
』
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
ひ
き
う

つ
し
た
だ
け
だ
〞
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
の
本
（『「
邪
馬
台
国
」
は
な
か
っ
た
』）
で
の
べ
た
よ
う
に
、
范
曄
は
『
三

国
志
』
倭
人
伝
の
記
事
の
い
く
つ
か
を
誤
解
し
、
そ
れ
に
「
改
悪
」
の
手
を
加
え
て
い
る
。
倭
国
に
は
「
女
子
多
し
」
と

し
た
り
、「
会か
い

稽け
い

東と
う

治ち

」
を
「
会
稽
東と

う

冶や

」
と
改
め
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
一
例
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
逆
に
考
え
て
み
よ
う
。
范
曄
が
『
三
国
志
』
を
無
批
判
に
継
承
せ
ず
、
こ
れ
に
対
し
自
分
の
識

見
（
五
世
紀
の
「
今
」
の
認
識
）
を
も
っ
て
〝
書
き
改
め
た
〞
と
い
う
事
実
は
動
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
『
後
漢
書
』
の
史
料
性
格
だ
。
だ
か
ら
、
范
曄
が
倭
国
を
「
き
ら

0

0

星
の
よ
う
な
三
十
余
国
を
統
合
し
た
中
心
王

朝
」
と
し
て
描
い
た
と
き
、
た
だ
前
二
、
一
世
紀
〜
三
世
紀
と
い
う
過
去
の
事
実
を
書
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
同

時
に
五
世
紀
の
「
今
」
や
「
今
の
書
」
に
照
ら
し
て
も
そ
う
な
の
だ
、
と
范
曄
は
い
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
と
に
『
宋
書
』
倭
国
伝
に
、

⑴
高
祖
の
永
初
二
年
（
四
二
一
）、
詔
し
て
曰
く
「
倭わ

讃さ
ん

、
万
里
貢
を
修
む
。
遠
誠
宜
し
く
甄あ

ら
わ

す
べ
く
、
除じ

ょ

授じ
ゅ

を
賜
う

可
し
」
と
。

⑵
太
祖
の
元
嘉
二
年
（
四
二
五
）、
讃
、
又
司し

馬ば

曹そ
う

達た
つ

を
遣
わ
し
て
表
を
奉
り
方
物
を
献
ず
。
讃
死
し
て
弟
珍
立
つ
。
使

を
遣
わ
し
て
貢
献
す
。 （

う
）
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⑶
二
十
年
（
四
四
三
）、
倭
国
王
済さ

い

、
使
を
遣
わ
し
て
奉
献
す
。

と
あ
る
の
は
、
元
嘉
二
十
二
年
（
四
四
五
）
に
死
ん
だ
范
曄
に
と
っ
て
い
ず
れ
も
生
存
中
の
事
件
だ
。
こ
と
に
⑴
⑵
の
事

件
は
、
当
然
『
後
漢
書
』
執
筆
中
の
范
曄
は
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
と
す
る
と
、
范
曄
が
こ
れ
ら
の
「
今
」
の
事
件
、
こ

と
に
⑴
の
よ
う
な
「
今
」
の
天
子
の
詔
書
中
の
倭
国
に
つ
い
て
の
べ
た
内
実
を
無
視
し
て
、『
後
漢
書
』
中
の
倭
国
伝
を

書
き
、
そ
の
中
の
倭
国
観
を
記
し
た
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
も
し
過
去
の
倭
国
と
「
今
」（
五
世
紀
）
の
倭
国

と
の
間
に
王
朝
の
変
動
、
交
替
等
が
存
在
し
た
と
し
た
な
ら
ば
、
范
曄
が
そ
れ
に
全
く
言
及
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
五
世
紀
倭
の
五
王
の
時
代
は
倭
国
側
か
ら
貢
献
使
節
が
頻ひ
ん

繁ぱ
ん

に
往
来
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
范

曄
の
重
ん
じ
た
「
今
」
の
知
識
の
情
報
量
が
、
倭
国
に
関
し
て
、
き
わ
め
て
豊
富
な
時
代
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
范
曄
の

証
言
で
は
、
前
二
、
一
世
紀
〜
五
世
紀
間
の
倭
国
の
歴
史
の
中
に
〝
中
心
王
朝
の
変
動
〞
は
生
じ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う

の
で
あ
る
。

　
『
隋
書
』
と
『
旧
唐
書
』
の
立
場　

つ
ぎ
に
『
隋
書
』
を
見
よ
う
。

「
魏
の
時
、
訳
を
中
国
に
通
ず
る
も
の
三
十
余
国
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
眼た
い

国こ
く

（『
隋
書
』
で
は
倭
国
伝
で
は
な
く
、
眼
国
伝
と
記
し
て
い
る
〔
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
詳
述
す
る
〕）
は
、
あ
の
魏
の
時
の

「
三
十
余
国
統
合
の
中
心
王
朝
」
と
同
一
王
朝
の
国
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
隋
書
』
眼
国
伝
は
、
こ
の
直
後
、

こ
の
眼
国
の
中
国
貢
献
史
を
の
べ
る
。「
漢
の
光
武
の
時
、
使
を
遣
わ
し
て
入
朝
し
、
自
ら
大
夫
と
称
す
。
安
帝
の
時
、

又
使
を
遣
わ
し
て
朝
貢
す
。
之
を

0

0

眼0

奴
国
と
謂
う

0

0

0

0

0

。
桓
・
霊
の
間
、
其
の
国

0

0

0

大
い
に
乱
れ
、
逓た

が

い
に
相
攻
伐
し
、
歴
年
主

無
し
。
女
子
有
り
、
卑
弥
呼
と
名
づ
く
」。
つ
ま
り
、
漢
の
光
武
の
時
か
ら
安
帝
の
時
（
以
上
眼
奴
国
）
を
経
て
卑
弥
呼
の

国
ま
で
を
同
一
王
朝
の
連
続
と
し
て
描
写
し
た
の
ち
、「
魏
（
二
二
〇
―
二
六
五
）
よ
り
斉
（
四
七
九
―
五
〇
一
）
梁
（
五
〇

二
―
五
五
六
）
に
至
り
、
代
紀
中
国
と
相
通
ず
」
と
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
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こ
れ
は
、
漢
か
ら
隋
ま
で
の
倭
国
を
同
一
王
朝
と
見
な
し
た
筆
致
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
見
地
は
、『
旧
唐
書
』

倭
国
伝
に
お
い
て
も
な
お
う
け
つ
が
れ
て
い
る
。「
倭
国
は
古
の
倭
奴
国
な
り
。
京
師
を
去
る
こ
と
一
万
四
千
里
、
新
羅

東
南
の
大
海
の
中
に
在
り
、
山
島
に
依
っ
て
居
る
。
…
…
世
紀
中
国
と
通
ず
」「
倭
国
は
古
の
倭
奴
国
な
り
」
と
い
い
、

「
世
紀
中
国
と
通
ず
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、『
宋
書
』
と
『
隋
書
』
の
の
べ
る
倭
国
の
対
中
国
貢
献
史
観
を
う
け
つ
ぎ
、
こ

れ
を
要
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
列
島
の

　

二
つ
の
王
朝　

こ
れ
に
対
し
、「
王
朝
の
断
絶
」
が
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
同
じ
『
旧
唐
書
』
の
日
本
伝
だ
。

『
旧
唐
書
』
が
日
本
列
島
内
に
二
つ
の
王
朝
あ
り
と
し
、
一
方
を
倭
国
伝
、
他
方
を
日
本
伝
と
し
て
扱

っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
日
本
伝
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。「
日
本
国
は
倭
国
の
別
種
な

り
。
其
の
国
日
辺
に
在
る
を
以
て
、
故
に
日
本
を
以
て
名
と
為
す
。
或
は
曰
う
、
倭
国
自
ら
其
の
名
の
雅
な
ら
ざ
る
を
悪に
く

み
、
改
め
て
日
本
と
為
す
と
。
或
は
云
う
、
日
本
は
旧
小
国

0

0

0

0

0

0

、
倭
国
の
地
を
併
せ
た
り
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」。
こ
こ
で
は
じ
め
て
〝
王
朝

の
交
替
が
あ
っ
た
〞
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
交
替
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
一
説
と
し
て
征
服
説
を
あ
げ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
中
国
側
の
視
点
で
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
古
き
王
朝
「
倭
国
」
と
新
し
き
王
朝
「
日
本
国
」
と
は
別
の
王
朝
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
両
者
を
別
の
伝
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
い
う
記
載
様
式
か
ら
明
白
で
あ
る
（
貞
観
二
十
三
年
〔
六
四
八
〕
以
前
の
貢
献
を

「
倭
国
」
の
項
に
、
長
安
三
年
〔
七
〇
三
〕
以
降
の
貢
献
を
「
日
本
」
の
項
に
扱
っ
て
い
る
）。

　

以
上
に
よ
っ
て
み
る
と
、
中
国
史
書
に
一
貫
し
た
中
国
側
の
視
点
か
ら
は
「
漢
よ
り
唐
の
は
じ
め
ま
で
」
は
一
貫
し
た

王
朝
と
し
て
の
「
倭
国
」
だ
。
そ
れ
以
後
、
新
興
の
別
王
朝
と
し
て
の
「
日
本
国
」
と
な
っ
た
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
中
国
側
は
、
こ
の
新
興
「
日
本
国
」
の
使
節
と
接
触
し
た
最
初
の
経
験
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

（
先
の
「
日
本
国
」
の
項
に
つ
づ
く
）。「
其
の
人
、
入
朝
す
る
者
、
多
く
自
ら
矜き

ょ
う

大だ
い

、
実
を
以
て
対こ

た

え
ず
。
故
に
中
国
焉こ

れ

を
疑
う
」。
こ
こ
で
「
実
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
古
く
か
ら
累
積
し
、
正
史
に
記
録
さ
れ
て
き
た
中
国
側
の
認
識
の
こ
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と
で
あ
る
。
し
か
る
に
新
興
の
「
日
本
」
の
使
節
の
主
張
が
そ
れ
と
く
い
ち
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
中
国
側
は
こ
れ
に

疑
惑
を
い
だ
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

連
鎖
の
論
理　

以
上
、
わ
た
し
の
の
べ
た
論
理
。
こ
れ
に
対
し
て
、
従
来
の
日
本
古
代
史
に
く
わ
し
い
読
者
は
眉
を
逆

だ
て
て
、
た
だ
ち
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
問
す
る
だ
ろ
う
。

㈠　

一
世
紀
、
漢
の
光
武
帝
が
金
印
を
授
与
し
た
国
は
「
倭
の
奴な

国
」
で
あ
っ
て
、
儺な

の
津
、
つ
ま
り
博
多
の
古
代
国

家
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
卑
弥
呼
の
国
と
異
な
る
こ
と
は
定
説
で
は
な
い
か
。

㈡　

ま
た
、『
後
漢
書
』
の
范
曄
は
明
白
に
「
邪
馬
臺
国
」
と
書
い
て
お
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
ヤ
マ
ト
」
と
読
む

べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、
こ
れ
が
范
曄
の
「
今
」
の
認
識
だ
と
い
う
な
ら
、
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
五
世
紀
の

大
和
朝
廷
を
指
す
も
の
で
は
な
い
か
。

㈢　
『
宋
書
』
の
倭
の
五
王
は
疑
い
も
な
く
、
履
中
、
仁
徳
…
…
雄
略
の
各
天
皇
に
当
る
。
こ
れ
が
定
説
だ
。
す
な
わ

ち
、
五
世
紀
は
確
実
に
大
和
朝
廷
の
時
代
で
は
な
い
か
。

㈣　

さ
ら
に
、『
隋
書
』
の
倭
国
が
推
古
天
皇
時
代
の
大
和
朝
廷
を
指
す
こ
と
、
そ
れ
は
誰
に
も
異
論
が
な
い
。
た
と

え
ば
有
名
な
『
隋
書
』
倭
国
伝
中
、「
日
出
ず
る
処
の
天
子
、
書
を
日
没
す
る
処
の
天
子
に
致
す
、
恙つ
つ
が

無
き
や
」
の
一

句
が
、
外
な
ら
ぬ
聖
徳
太
子
の
隋
に
送
っ
た
国
書
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
古
代
史
上
、
常
識
中
の
常
識
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
反
論
を
列
挙
し
た
あ
と
、
と
ど
め
を
刺
す
か
の
よ
う
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
だ
ろ
う
。

　

も
し
、
卑
弥
呼
の
時
代
か
ら
遣
隋
使
の
時
代
ま
で
同
一
王
朝
の
連
続
で
あ
る
、
と
し
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
同
一
王

朝
と
は
、
ま
さ
に
大
和
朝
廷
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
遣
隋
使
は
推
古
朝
の
大
和
朝
廷
の
国
使

だ
。
そ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
論
理
的
帰
結
は
卑
弥
呼
の
朝
廷
も
す
な
わ
ち
大

和
朝
廷
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ほ
か
な
い
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
の
『「
邪
馬
台
国
」
は
な
か
っ
た
』
の
結
論
、「
邪
馬
壹
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国
＝
博
多
湾
岸
」
説
を
み
ず
か
ら
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
、
と
。

　

逆
立
ち
し
た
池
内
理
論　

し
か
り
、
右
の
よ
う
な
筋
道
で
問
題
を
思
考
し
た
論
者
が
す
で
に
あ
っ
た
。
池
内
宏
の
『
日

本
上
代
史
の
一
研
究
』（
昭
和
二
十
二
年
刊
行
）
が
そ
れ
だ
。
池
内
は
朝
鮮
史
の
専
門
家
と
し
て

東
京
大
学
に
あ
っ
た
。
大
正
七
年
〜
昭
和
十
四
年
の
間
の
同
大
学
の
講
義
を
も
と
に
し
た
の
が
こ
の
本
で
あ
る
。「
一
方

倭
人
伝
の
邪
馬
臺
を
、
畿
内
の
大
和
に
当
て
る
と
す
れ
ば
、
大
和
朝
廷
の
実
在
の
女
皇
と
し
て
の
卑
弥
呼
が
死
に
、
か
わ

っ
て
宗
女
の
壹
与
と
い
う
も
の
が
立
っ
た
西
紀
第
三
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
、
正
し
い
年
代
の
応
神
天
皇
の
御
代
の
は
じ
ま

る
ま
で
、
そ
こ
に
約
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
大
和
朝
廷
の
史
伝
に
空ブ
ラ
ン
ク隙

の
存
す
る
こ
と
を
い
な
み
が
た
い
（
約
一
世
紀
と
い

う
の
は
、
前
章
の
末
に
考
え
た
ご
と
く
、
応
神
天
皇
の
御
即
位
を
、
四
世
紀
の
中
ご
ろ
と
推
定
し
て
）。
し
か
も
確
実
な
る
史
伝
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
間
の
真
実
の
姿
相
は
、
空
位
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
無
為
の
時
代
で
あ
っ
た

の
で
も
な
い
。
か
な
ら
ず
由
来
が
遠
く
、
ま
た
か
な
ら
ず
根
底
の
深
か
る
べ
き
大
和
朝
廷
は

―
こ
れ
に
た
い
し
て
は
、

将
来
と
く
に
考
古
学
上
の
組
織
だ
っ
た
新
し
い
調
査
と
研
究
と
を
要
す
る
が

―
、
厳
然
と
し
て
存
在
し
、
卑
弥
呼
お
よ

び
壹
与
の
の
ち
に
、
数
代
の
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
て
（
注
記
省
略
・
古
田
）、
そ
の
勢
威
の
九
州
全
土
に
ふ
る
い
、
さ
ら
に

海
を
わ
た
っ
て
半
島
の
南
部
に
お
よ
ん
だ
の
は
、
あ
た
か
も
こ
の
期
間
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
」（
昭
和
二
十
二
年
の
旧

版
発
行
後
、
池
内
自
身
に
よ
る
修
補
部
分
、
一
一
五
〜
一
一
六
ペ
ー
ジ
）。
こ
こ
で
池
内
の
い
っ
て
い
る
理
路
は
つ
ぎ
の
よ
う
だ
。

　

三
世
紀
の
卑
弥
呼
の
国
と
五
世
紀
の
倭
の
五
王
（
応
神
天
皇
以
降
に
当
て
る
）
と
は
同
一
王
朝
で
、
そ
れ
は
と
も
に
大
和

朝
廷
だ
。
だ
か
ら
、
そ
の
間
の
空
白
部
た
る
四
世
紀
こ
そ
大
和
朝
廷
が
九
州
全
土
と
朝
鮮
半
島
南
部
に
力
を
の
ば
し
た
時

期
だ
、
と
。

　

こ
の
池
内
の
思
考
の
糸
を
正
面
で
さ
さ
え
て
い
る
の
は
、「
か
な
ら
ず
由
来
が
遠
く
、
ま
た
か
な
ら
ず
根
底
の
深
か
る

べ
き
大
和
朝
廷
」
と
い
う
一
種
の
信
仰

0

0

だ
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
に
お
い
て
、「
宋
書
等
の
中
国
の
史
籍
に
記
さ
れ
て
あ
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る
一
切
の
事
実
」（
同
書
一
〇
四
ペ
ー
ジ
）
が
そ
れ
を
支
持
す
る
、
と
い
う
中
国
文
献
解
釈
に
対
す
る
池
内
の
判
断
。
そ
れ

が
背
景
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
池
内
の
結
論
に
対
し
て
、『
隋
書
』
眼
国
伝
の
世
界

は
大
和
朝
廷
を
指
す
、
と
い
う
学
界
の
通
念
を
加
え
れ
ば
、

　

⑴　

三
〜
七
世
紀
の
倭
国
は
同
一
王
朝
で
あ
る
。

　

⑵　

し
か
る
に
五
〜
七
世
紀
の
倭
国
が
大
和
朝
廷
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
。

　

⑶　

そ
れ
故
、
三
世
紀
の
倭
国
（
卑
弥
呼
の
国
）
も
、
大
和
朝
廷
だ
。

と
い
う
、
三
段
論
法
が
成
り
立
つ
わ
け
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
た
し
の
立
場
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
『「
邪
馬
台
国
」
は
な
か
っ
た
』
に
お
い
て
〝
卑

弥
呼
の
国
は
九
州
博
多
湾
岸
に
存
在
し
た
王
朝
〞
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
い
か
な
る
先
入
観
念
に
も
依
存
せ
ず
、

『
三
国
志
』
魏
志
倭
人
伝
そ
の
も
の
に
対
す
る
も
っ
と
も
正
確
な
史
料
批
判
に
よ
る
限
り
、
ど
う
し
て
も
そ
の
よ
う
な
帰

結
に
到
達
す
る
ほ
か
な
い
。

―
こ
れ
が
今
、
わ
た
し
の
研
究
の
原
点
で
あ
る
。

　

こ
の
原
点
に
「
前
二
、
一
世
紀
よ
り
七
世
紀
ま
で
の
倭
国
は
同
一
王
朝
で
あ
る
」
と
い
う
「
中
国
側
の
目
」
に
よ
る
命

題
、
こ
れ
を
結
合
す
れ
ば
、
一
体
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。〝
そ
の
同
一
王
朝
は
博
多
湾
岸
を
基
点
と
す
る
九
州
王
朝
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
〞
と
い
う
驚
く
べ
き
帰
結
に
至
る
ほ
か
な
い
。

　

そ
ん
な
奇
想
天
外
な
こ
と
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
戦
慄
し
た
。
日
本
古
代
史
に
関
す
る
現
代
の
常
識
と
、

お
よ
そ
あ
ま
り
に
も
相
反
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
理
の
刃
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
避
け
る
こ
と
が
で

き
ぬ
も
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
「
中
国
の
目
」、
す
な
わ
ち
、
代
々
倭
国
の
朝
廷
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
、
実
際
に
交
渉
し
て
き

た
中
国
側
の
認
識

―
こ
の
、
世
界
史
上
に
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
に
卓
越
し
た
記
録
民
族
の
認
識
が
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
、

で
た
ら
め
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
わ
た
し
に
は
そ
の
よ
う
に
軽け
い

々け
い

と
い
い
去
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
学
界
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の
権
威
、
識
者
た
ち
の
嘲
笑
の
中
に
立
と
う
と
も
、
右
の
「
連
鎖
の
論
理
」
が
本
当
に
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
わ
た
し
は

そ
れ
を
新
た
に
一
つ
一
つ
検
証
し
て
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。
心
の
底
に
そ
う
思
い
き
め
た
の
で
あ
る
。


